
教育情報

STEP 発行：嶺南教育事務所
TEL：0770-56-1309（代表）
FAX：0770-56-1391
MAIL: reo-k@chive.ocn.ne.jpフォーラム号

２０２２．１２．１２

令和４年度嶺南教育実践フォーラム発表内容決定！
明日の学校づくり、自分づくりに活用してみませんか？

R4開催テーマ：「学び方をアップデートする」
開催日時：２月１３日（月）基調講演

２月１０日（金）・１５日（水）・１７日（金）
開催方法：オンライン
基調講演：「対話する学校」

学習院大学教授 秋田喜代美 氏

今年度の振り返り、そして来年度への展望を考えるこの時期に、フォーラムを活用してみませんか。
実践発表から明日につながる新たな知見を得たり、実践発表をもとに語り合い自分の実践を振り返った
りすることで、進むべき方向が見えてくるかもしれません。
学校全体で参加して来年度の方向性を探る、数名で同じ発表を聴いて語る、別々の発表を聞いて共有
する、目的に合った発表をいくつか聞いてその共通性を見出す、他地域の先生との語りから学びを得るな
ど活用方法は様々あります。自身の課題解決に向かうため、学校改革の中心となるため、学校の教育活動
を見直すためなどニーズに応じて、ぜひご参加ください。

みんなで共に「アップデート」を楽しみましょう！

一人ひとりを大切にする
学校づくりを考える方に

授業づくりの力を
アップしたい方に

ふるさと教育に
さらに力を入れたい方に

学校マネジメントの
新たな視点を得たい方に

働き方改革って言われるけ
ど、何からすればいいの？

B-１ 「通級による指導」の連携と
校内特別支援体制の充実

B-２※ 多様性を認め合える学級集団づくり
～福井県版ポジティブ教育の学びを活かして～

A-１※ 子どもの気づきを学びにつなげる
算数の授業づくり

A-２※ 対話を通して考え続ける
道徳の授業づくり

A-３※ 批判的思考を働かせる
国語の授業づくり

A-４ 生徒主体の物理実験とその評価
～生徒の科学的・探究的な学びから考える～

C-1、C-２（当日発表２校、配信３校※）
ふるさと学習
「自ら『問い』をつくる力」の育成と

見取り・評価について
C-３※ 対話で問いを磨く

D-１ ほんのちょっと教育DXを試みて、
学校文化を少しだけ変えてみました

D-２ マネジメント研修
「地域の教育資源の有効活用による

社会性と課題解決力の育成」
「保幼小接続」
「OJTによる若手研修の充実と

授業改善」



昨年度の参加者の声

ICT活用について
他校の実践が知りたい方に

学び続ける
教員集団づくりを目指す方に

《問い合わせ》
研修課 0770-56-1302

学びが深まる施設について
詳しく知りたい方に

大阪府生まれ。東京大学文学部卒。東京大学大学院教育学研究科博士課程修了。
立教大学文学部助教授、東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策
学センターの初代センター長、東京大学大学院教育学研究科長、東京大学教育学
部長を歴任。東京大学名誉教授。著書に、「学びの心理学」（左右社）、「これからの
教師研究」（東京図書）他多数。

・

＜基調講演講師紹介＞

学習院大学 教授 秋田喜代美氏

小学校、中学校、複数地域の実践発表があり、大変
参考になりました。授業や学活、教員研修への活用な
ど様々な視点からの実践を聞くことができてよかった
です。

内容の充実さや特に嶺南地域の教育活動のレベル
の高さに驚きました。学びの多い研修会でした。

なかなか他地域の先生方と交流する機会がないの
で、私にとって大変有意義なものになりました。資料
や動画を拝見して、来年度へ向けて、自分の課題等
が見つかりました。

様々な分野で研究実践が行われており、多くの学び
を得るだけでなく、自分自身も頑張っていきたいと思
うことができました。

基調講演は大変参考になりました。今後の学校運営
に活かしていきたいです。

気軽に参加でき、役立つ情報を得ることができる良
い機会となりました。

様々な分野の魅力的な発表がたくさんあると感じま
した。各分野で一生懸命研究に励まれ、発表された
学校の先生方とのつながりを通して、嶺南全体の教
育が活気づいてくるといいなと思いました。これから
の時代を担う若手の先生方にもぜひ参考にしてもら
えるよう、勧めていきたいと思います。

D-３＜話題提供＞
学習用端末推進チームを基軸とした
教員研修のあり方
～「とりあえずやってみて検証」

を合言葉に～

D-４ 教師自身の
「主体的・対話的で深い学び」を

支える協働
D-５ パネルディスカッション

「校内研究の充実に向けて」
～５名の研究主任の先生方と「校内研究」を語る～

C-４※ ふるさと福井の宝
「水月湖年縞」と年縞博物館

C-５※ びわこのすべてを感じるミュージアム

C-６※ ふるさと学習や環境教育に、
里山里海湖研究所の
学校教育プログラム・講師派遣の活用を！

※マークのあるセッションは、「嶺南教育
事務所YouTubeチャンネル」にて視聴
できます。
発表者・発表時間等はQRコードから↓

「教師」「子ども」の区別なく、学ぶということ、先に進むということにおいては、みな人は同じである
ことを感じる。「発意」がやってみたいことを生み出し、学び合うコミュニティの仲間の存在に安心し、
尊敬する人の言葉から支援や勇気をもらい、今後も私たちは探究し、挑戦していく。

（「学びの心理学」より）

２次案内 タイムテーブル


